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WE-AID
• “秋田の感染症に知恵を出し合う会”

– Wisdom Exchange on Akita Infectious Diseases

• 定期的webミーティング+メーリングリストで検討

– 2023年12月に初回開催 以後月1回開催

• 構成員

– 行政：秋田県健康福祉部、秋田市保健所、秋田県健康環境
センター

– 秋田県医師会・秋田県歯科医師会・秋田県薬剤師会

– 秋田県感染対策協議会

– CNIC（感染管理認定看護師）

– 旧ACOMAT（秋田コロナ医療支援チーム）

– 秋田大学（感染統括制御・疫学・分子病態研究センター）



令和６年度 新興感染症対応人材育成事業

• Ｚ



◆ 秋田発の感染症エビデンスの創出と蓄積 ◆
・秋田からの発信：秋田の取組や研究の成果の学会発表・論文報告の推進
・県民への還元：県内への成果発信、県内のノウハウ蓄積・先進的感染制御へのリテラシー向上

◆ 秋田大学の役割 ◆

確かな専門性に根差した「司令塔」としての
秋田の感染症対策基盤強化への一層の貢献

◆ 秋田が取組むべき「5つの課題」とそのキーポイント ◆
(1) 新興感染症：非加算医療機関、診療所、社会福祉施設／非専門スタッフ、学生・研修生
(2) 災害時感染対策：災害が長期化した際の避難所対応、平時からの備え
(3) 抗菌薬適正使用：経口薬・診療所へのアプローチ、アウトカム評価(感染症予後、耐性率)
(4) インバウンド／アウトバウンド：輸入感染症の診療体制／渡航医学の認知度向上
(5) 先進遺伝子解析技術：次世代シークエンサの有効活用、臨床検査としての標準化の推進

◆ ネットワークの構築と活用 ◆
・核：WE-AID(秋田の感染症に知恵を出し合う会)

・加算医療機関の管理者-現場担当者
・病院-診療所
・健康環境センター・秋田市保健所-医療機関-大学

・社会福祉施設等とその代表団体等
・秋田DICT（災害時感染制御支援チーム）-行政

◆ 教育・啓発・人材育成 ◆
・地域に貢献する専門医療人材の育成
・非専門者からの指導者・リーダー人材の育成
・オンデマンド研修の提供体制の整備
・研修の質保証：認証制度、レビュー体制
・各種研修の計画共有と最適化
・県民参加・現場重視でのノウハウ蓄積促進
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